
第 42回全国ホタル研究大会報告

研究大会の概要

全国ホタル研究会の第 42回 大会が平成 21年 7月 3日 ～ 5日 の 3日 間, 占森県青森

市にて、全国ホタル研究会主催、第42回全国ホタル研究大会青森大会実行委員会主管、

環境省,青森県,青森県教育委員会,青森市,青森市教育委員会,細越町会,NHK青
森放送局,青森テ レビ,青森放送,青森朝日放送,エ フエム青森,青森ケーブルテレビ

,

東奥日報社,デー リー東北新聞社,陸奥新報社,読売新聞青森支局,朝 日新聞社青森総

局,毎 日新聞青森支局,産経新聞社青森支局,河北新報社青森総局の後援で盛大に開催

され、全国各地から227名 の参加をいただいきました。

3日 12時 00分から青森市民ホールで受付が始まり、 13時からオリエンテーショ

ンが開催されました。実行委員長の佐藤鐵雄氏の歓迎の挨拶と諸連絡の後、 14時にバ

スで市民ホールを出発 し、三内丸山遺跡へ移動 しました。 14時 30分 よりいくつかの

グループに分かれ、ボランテ ィアの案内で遺跡を見学 しました。市民ホールヘ戻ると 1

6時から3会場に分かれ、 「ゲンジボタル・ヘイケボタル」 「ヒメボタル」 「ホタルの

里づくり」の 3つ の分科会が開催されました。

分科会後ホテルで夕食を済ませ、バスで細越地区へ移動。細越ホタルまつ りの会場と

なつた栄山小学校にはテン トがはられ、地 Jこ の野菜や飲食物などが販売されていました。

ここで細越ホタルの里の会・沢谷剛一氏の挨拶の後、細越保育園の園児と先生、栄山小

学校の児童とPTAの 「はねと踊 り」が行われました。踊 りが盛 り上がってくると、会

員の方も引っ張 り出されて一緒に踊つていました。あたりが暗くなりだす と、徒歩でホ

タルの里に移動 し、ホタルを観賞 しました。ホタル見学の後は細越公民館へ移動 し、細

越町会との交流会が行われ、金多舞次郎氏と鈴木萌花ちゃんの手踊 りやア トラクション

を楽 しみつつ、細越の方々との交流を深めました。

翌 4日 、青森市民ホールを会場に研究大会が開催されました。 9時 30分 より青森放

送の山内千代子氏の司会で開会式が始まりました。開会宣言を中村副会長が行い、続い

て占田会長の挨拶の後、三村伸吾県矢口事 (代理)、 田村亮治教育委員会教育長 (代理)、

鹿内博青森市長の祝辞と続き、来賓が紹介され、開会行事を終了しました。

開会式の後研究発表に移 り、青森市立栄山小学校の児童による学校での取 り組みの紹

介、佐藤鐵雄氏による細越ホタルの里の活動の取 り組み、沖津秀樹氏による青森県内の

ホタル保護活動の紹介と地元の取組みが報告されました。続いて、久米島のホタレンジ
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栄山小学校児童の発表 栄山小児童から久米島ホタレンジヤー

ヘの記念品の贈呈

ャーの子ども達による久米島での調査活動の発表がありました。発表後、栄山小学校の

児童からホタレンジャーの子 ども達へ記念品が贈られました。その後、・昼食をはさみな

がら会員による6件の研究の発表があり、近藤邦雄副会長の閉会宣言で研究発表が終了

しました。最後に42回総会が開催 されました (総会報告参照)。

研究大会終了後は、国際ホテルに会場を移 し、青森放送の秋山博子さんの司会で交流

懇親会が開催されました。古田会長、佐藤鐵雄大会実行委員長の挨拶、鹿内青森市長の

来賓挨拶の後、蝦名文昭青森観光コンベンション協会会長から、次期開催地である長野

県山ノ内町に大会幕の受け渡 しがあり、次期開催地を代表として竹節義孝山ノ内町長の

挨拶が行われました。渋谷勲青森市議会議長による乾杯の後、津軽三味線や人戸えんぶ

り、横濱よさこいなどのア トラクションを交えつつ会員や地元大会関係者 との親睦を深

めました。最後に沖津秀樹大会実行副委員長による閉会挨拶で終了となりました。

5日 は 8時 30分から希望者による青森湾内クルージングがありました。

会   場 :青森県青森市 青森市民ホール

大会 日程 :

7月 3日 (金 )

12:00-13 受付 (青森市民ホール )

オリエンテーション

三内丸山縄文遺跡見学

分科会 (青森市民ホール )

細越ホタル祭 り,ホ タル観賞 (青森市細越ホタルの里 )
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青森市細越町会交流会 (細越公民館 )

開会式

研究発表

第 42回総会

交流懇親会 (国際ホテル )

青森湾内クルージング

研究発表 :

①ホタルと環境についての取り組み

②縄文の光を永遠に

③青森県内のホタル保護活動について

④久米島にホタルを呼びもどすためのホタレンジャー調査活動

青森市立栄山小学校

細越ホタルの里の会

青森県ホタルの会

ジュニアーズ

大場 信義⑤横須賀市長井海の手公園

⑥新横浜公園におけるヘイ

守れホタル・

ソレイエの丘ホタルの水辺整備の経過 …・

ケボタルの里づ くりと里親制度の実践

横浜ほたるの会

⑦ゲンジボタルの移入の問題

人 ′ぃ 、′Vノ 7●

井 口  豊

③ゲンジボタル幼虫のミミズによる飼育経過報告

⑨志賀高原石の湯ゲンジボタルの生態一その I

⑩遺伝的から見たゲンジボタルの遺伝的グループの判別

(共 同発表の場合は発表者のみ )

第 42回総会報告 (総会議事録抄)

1.開会の言葉 中村副会長が開会の挨拶

2.物故者に黙祷 物故会員に 30秒の黙祷

3.会長挨拶あいさつ  古田忠久会長

※総会出席者数及び委任状提出者数の報告

出席者 61名 ,委任状 58名 、合計 119名 で会則 24条の規定により本総会成立

大内 紘三

二石 暉弥

草桶 秀夫

-20-

M.Yuma_office
長方形



9.閉会の言葉  近藤副会長が閉会の挨拶

(事務局 )

付記 :総会で未定になつていた常任理事 (事務局長)と 会計は事務局長 中山歳喜氏、

会計 岩松慎一郎氏に決定 しま した。

大会開催地より

大会を終えて

冬の初めに雪のちらつ く様は、

って しまいま した。

青森大会の一義は、これを機会に県下のホタル活動の一層の展開を図ることにあ りま

したので、県内か ら一人でも多 くの方に参加 して欲 しい と考えていま した。そのため、

県内の鉄道の駅や道の駅、そ して学校 とい う学校にポスターを配 ることか ら始めていま

す。

配るだけでは貼つてもらえない場合 もあ ります し、ま してや全て無料ですか ら、根回

しも必要で した。折 しも首長選や衆院選の最中のため、誤解 を受けないよ うに慎重に進

めなければな りません。ですか ら、国や県t市 の関係者か ら積極的な協力を得 られたこ

とは、今 さら申 し訳ないのですが、意外の感がありま したし、大変元気をいただきま した。

中でも、高校同期の県議員 と鉄道マンには、お二人の力な くしては実現できなかった

のではと思 うほど感謝 してお ります。

もちろん、思い切つた宣伝活動ができたことは、百年に一度の不況 と言われなが らも、

ご協賛いただいた各社各位のご理解があったればこそであ ります。

また、昼夜の別な くご指導いただいた古田会長、佐久間事務局長には、 ご無礼をお許

しいただくほかあ りませんが、大会誌を担っているシステム印刷の社長 さんには、メー

ルの中継 ぎまでお願い して しまいま した。 申 し訳あ りませんで した。

何にも増 して、大会の主役は北海道か ら沖縄までご参加いただいた皆 さんです。数ヶ

月が過 ぎた今でも、その一場面一場面が思い出されます。お世話をすることが実行委員

の仕事であ りますが、逆に、参加者に助 けられ、励まされたことが どれほど多かったこ

とで しょう。肌寒い中なが らお出でいただき、当地細越の一同も大変喜んでいま した。

本 当にあ りが とうございま した。

ホタルは、母なる大地のメッセンジャーであ り、子供たちの夢であ り、人々の希望で

す。絶対に守って行かなければな りません。 このことは、この大会の準備か ら終わ りに

青森大会実行委員長 佐藤 鐵雄*

ホタルのそれ と良く似ています。今はそんな季節にな
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いたるまで、接 していただいた多くの方々から得た、強い印象です。

次期、志賀高原大会を楽 しみにしてお ります。

第42回 全国ホタル研究大会 青森大会を終えて

青森大会実行副委員長 沖津 秀樹*

「第42回  全国ホタル研究大会 青森大会」に遠路はるばるご参加の会員の皆様、ご

来賓の皆様、協賛各社、そ して地元 細越ホタルの里の会の皆様、そ して実行委員会の

皆様に心より感謝申し上げます。

青森県ホタルの会は、津軽地域 。南部地域の 6ホ タル保護団体が、1997年 12月 に設立

以来、ホタルの保護増殖や情報交換を目的に小規模ながら活動 してきました。

今回の青森大会を契機に、さらに多くの団体にも呼びかけ「青森県のゲンジボタル・

青森県のヘイケボタル」の保護育成に一層努めていきたいと思いますので、全国の会員

のご支援を今後ともよろしくお願いいたします。

*青森県ホタルの会事務局長

楽 しかったこと

青森大会実行委員 長谷川 幸治*

第 42回全国ホタル研究大会が青森市で開催 され、その実行委員として参加でき、ま

た楽 しい思い出ができました。

今回の大会の実行委員長の佐藤さんから実行委員の要請を受けた時は、自分の仕事が

多忙なこともあり、休暇をとってまで参加する気持ちにはなれませんでした。 しか し、

佐藤さんが私の上司にお願いしてくれて参加できました。

実行委員会が青森県ホタルの会をはじめ、地元の腰越町内会、栄山小学校など32名
で組織されました。長年にわたってホタルの保全に努めてきた方々ばか りで、熱く語 り

かけてきます。 しか し、今までホタルの保全活動に参加 したことがないので、ただうな

ずくばかりでした。

大会では受付係で、応対する若い女性の後ろで資料を手渡 したり、来賓を控え室へ案

内しました。大会がはじまり受付も一段落 したころ、飛行機が遅れたため青森空港から

会場まで来られずに困つているとの電話があり、道順 とバスかタクシーを利用できるこ

とを伝えました。問もなく、受付にその方々が到着 しお礼を言つてくれました。はるば

る沖縄から大人 2人 で 8人の小中学生を連れて来て、明 日その子供たちが発表するとの

ことでした。佐藤 さんからの指示でこの方々の手助けをすることになりました。 とにか

く明るく元気な子供たちで、 1千人の会場やホタル水路などの見学場所を走 り回 り、大

-24-



きな笑い声が響 き、瞳が輝いて見えま した。

3日 間の大会 もあつとい う間に終わ り、 1週 間後に手紙が届きま した。その返事を書

きなが ら、新婚旅行以来の沖縄へ もう一度行つてみたいと思いま した。参加できて本 当

に良かった と思っています。

*青森県東青地域農村計画課長

「栄山小の子どもたちと参加 して」

青森大会実行委員 木立 匡英*

細越ホタルの里の会の皆様方を始め、町会・地域の皆様方 とともにスタッフの一員 と

して、本大会に携わることができま したことに心からお礼申 し上げます。

子 どもたちも二 日日に行われた研究発表において、 「ホタル と環境についての取 り組

み」 と題 し、 日頃のホタルに対する思いや活動内容を上手に表現 しなが ら トップバ ッタ

ー とい う非常に緊張する状況の中、一人ひ とりが立派に堂々と発表 してくれま した。発

表後の会場いっぱいを埋め尽 くした拍手の嵐 と子 どもたちの笑顔は、この 日、私への最

高のプ レゼン トにな りました。

また、最終 日には、本大会実行委員会の皆様方のご厚意により、子 どもたちとともに

観光遊覧船による青森湾のクルージングにお招 きいただき、普段ではなかなか見ること

のできない海上か らの素晴 らしい景色を堪能す るとともに、全国か ら参加 していただい

たホタル関係者の方々とも親 しく交流す ることができま した。

今回の研究大会への参加を通 して、これか らも地域 。学校・ PTAの 連携 をよリー層

深め、多 くの皆様方 とともに互いに手を取 り合いなが ら、かけがいのないこの細越ホタ

ルをいつまでも守 り続 けていかなければな らない と改めて実感いた した ところであ りま

す。 と同時に、同 じ夢や希望を持った沖縄久米島の子 どもたちのホタルに対する熱い思

いは、間違いな く栄山小の子 どもたちの胸をにも響 き渡 り、子 どもたちも自然環境保全

の大切 さや地域の誇 りとする気持ちがさらに深まったことと思います。いつ しか次世代

を担 うこの 子どもたちが細越の宝を必ずや受け継いでいってくれ るで しょう。

*青森市立栄山小学校 PTA会 長

大会スタッフとして

青森大会実行委員 木村 清嗣*

本大会には、北は北海道から、南は沖縄の久米島町の皆さんまで、約 300人 の方の

参加 となりましたが、 「おもてなしの心」で参加者へ感動を与えることが出来ればと、

スタッフ全員が一致団結 して取 り組みました。多少の トラブルはありましたが、参加者
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全員が良識ある大人 と、旅なれている方々ばか りで したので助けられた感があ ります。

大会受付では、資料及び大会参加記念品の袋詰め作業か ら始ま り、受付においては参

加者氏名のチェックと資料の配付が混乱を起 こさないよ うに、所属団体 ごとに仕分け し

て対応 したのは中央学院大学の学生による提案で した。

青森市内の二内丸山遺跡見学では、前年開催地のながさきホタルの会の参加者 を現地

で合流 し案内 したことは、連携ブ レーが良く参加者に喜ばれ ました。その後、細越ホタ

ルの里の見学 と、公民館 においての交流会 t)青森の食材に舌鼓を打ち、見学者の声 とし

て、ホタルの数は多い少ないが必ずあるが、細越町民の暖かい気持 ちに感動 した との声

が上が りま した。

翌 日の青森市民ホールでの研究発表では 10のテーマで発表があ りま したが、大学の

教授やホタル研究の第一人者の発表で、私は、情熱を持ってホタルに接 し、研究 してい

ることに対 し、感動を覚えま した。

また、交流懇親会では、青森県の伝統ある芸能 も披露できま した し、翌年開催の長野

県にもエールを送ることができ、成功裏に終わつたのではと考えています。

最終 日は湾内 クルージングで大会を締めくくりま したが、青森駅、青森空港まで送 り

怪我 もなく終了 し、 「ほつと」 した気持 ちになったのはスタッフ全員の本音です。

スタッフの一員に加えていただき、達成感 を与えて くれてあ りが とうございま した。

*細越大年縄保存会副会長

大会の中の細越ホタルまつ りを担当して

青森大会実行委員 鈴木 英二*

「全国大会」 と言 う名称の為にい くらか緊張 していま した。今までと違いどれだけの

人数が訪れ るか との不安が有 りま したが、時間 とともにスタッフがつぎつぎに集ま り始

めたので安心 して来ま した。前もつて配置の準備等が出来ていた為に協力者の名簿を作

るのもスムーズに出来ました。今回は全国大会の為に指導隊の人数がかな り多 くに成 り

ま したが、普段の祭 りの際には少なくても, 1/3位 で,良 い と思います。

エ レキバン ドのベ ンチャーズサ ウン ドに懐か しく思 う人 も多かった と思いますが、ベ

ンチャーズ (エ レキ)を懐か しく感 じる (思 う)年代は五十歳代か六十歳代の年代の方

ではと感 じました。他の年代の方々はあま り興味がなかつた様で した。ハ ワイアンは ?

ねぶた囃子の時に保育園の方々がねぶたの衣装で参加 されま したが、その時にもつと

一般の方も参加 (眺 ねる)出 来るよ う」i夫が欲 しかつた。そ うすれば県外の方々達 t)も

っと囃子の中に入れたかも。スタッフ自身か らすすんで参加 し、周 りの人々を誘い跳ね

るとt)つ と多 くの方が参加できたかも。
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ホタル祭 りでは野菜な どの販売を していますが、買い求める方は見学の前に買い求め

るか、後で買 うか迷つています (品 物がな くなる)。 見学に来た方が買つた際には帰る

まで預かる方法で一時預か り所を考えては値引き (安売 り)が少なくなるかも。

今回の祭 りでは本部 と駐車場 と観察台 との連携が うまく行き届き人員の配置の移動を

t)う まく行 きま した。遅 く駐車場に入つた車には観察台 と連絡をとリホタルの飛翔状況

を確認 し、見学者に説明 し帰つてもらいま した。観察台の方 も撤収の際帰 りなが ら観察

台に向かっている見学者に飛翔状況 と飛翔す る時間帯な ど説明 し、一緒に来てもらいま

した。 これか らも最後にもう一度見学者な どが居ないか確認 したほ うが良いと思います。

前に 「うちわ」を差 し上げていま したが、団扇がないかと聞かれま した。 この団扇に

ホタルに関 して、見学に時期、時間帯、見学の仕方、マナー等のいろいろを表示 し、ま

た、遅 く駐車場に来た方にもパンフ レッ ト (団 扇 と同 じ内容)を 差 し上げて帰ってもら

っては。

今回は祭 り期間に観察台の方には車で行けない様に、通行止め (時 間帯)の仮の看板

を設置 しま した。 これか らは祭 り期間だけでなく飛翔時期にも設置 しては。

私は昨年本部を担 当 していま したので、今回も本部で したので負担を感 じられなくス

タ ッフ と して出来た と思 います。

大会スタッフとして

青森大会実行委員 澤谷 一男*

大会一 日目の 7月 3日 は、荷物運びには じま りま した。

会場の青森市民ホールは、市民のボランテ ィアチームかや学生 。市の職員のお手伝い

をいただき受付の準備を し、お昼か ら受付に備えました。

受付 。オ リエンテーシ ョンを終え、三内丸山遺跡の視察に移 り、 2号車愛知県を担当

しま した。参加者のお一人に、歩行が難 しい方がお られま したので心配を しま したが、

天候に 1)恵 まれ、無事に終えてホ ッとしたのを覚えてお ります。

その後 も、分科会・夕食 。細越ホタルの里と会場の移動が続 きま したので、迷った り

事故のないように気を配 りま した。

で t)、 細越の公民館では予定の時間をオーバーするくらい喜んでもらえたので、 うれ

しかったです。

二日目の 4日 は、開会式に引き続 き 「ホタル何でも相談 コーナー」を担当しま した。

その場では、ホタルの種類は世界中に二千種類 もあ り、その うち日本には三百種類ほど

生虐、し、水辺だけでなく陸地にいた り、光 らない種類 もあることを教わ り、驚 きま した。

また、古田会長 さんか らは、ホタルの折 り紙 も教わ りま した。

*細越ホタルの里の会 。冬実行委員長
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そ して、夜の交流懇親会となりました。津軽三味線,人戸えんぶ り,横濱よさこいと

続いたア トラクションは、参加者の方々から感激のご感想をいただきましたが、私自身

も興奮 してしまいました。

三日目の 5日 は、青森の海から街なみを見学 していただきましたが、人甲田山が見え

なかったことは残念でした。

この三日間を通 じて、特に愛知県の方々と接する機会が多く、お別れの際には何とな

く他人とは思えなくなり、再会を約束してしまいました。

ホタルの活動に参加 してきて、このような体験ができるとは考えてもいませんでした

ので、良い思い出になりました。

*青森市立西中学校 PTA校 外委員長

青森大会を振 り返つて

大会実行委員 相馬 多一郎*

私がボランテ ィア活動する時は 「楽 しみなが らお手伝いする」 「できれば何か学びた

い」 と心がけている。

今年の第 42回全国ホタル研究大会青森大会 も、この心がけをモ ッ トーにお手伝いす

るつもりだった。

しか し、当日は 「細越ホタルの里祭 り」 も例年通 り実施す るため、ほとん どの会員が

「ホタルの里祭 り」や研究大会参加者 と細越地区の方々との交流会準備 に当たることに

な り、 3日 間の研究大会会場担 当は会長 t)含 めわずか 4名 の会員で担 うことになった。

当日のマンパ
｀
ワーはボランテ ィアに頼 るしかない。そ して、私はボランテ ィア担 当リ

ーダーを依頼 されて しまったのです。 「こりゃ、楽 しむ どころ じゃないなぁ」 と言 うの

が当初の感想だつた。 しか し、ここか らが縄文人の子孫、細越人の強い ところ。翌 日に

は、 「自分だけ楽 しむの じゃな く、他のボランテ ィアの人たちとも一緒に楽 しんで大会

運営 しよう」 と気持ちを切 り替えた。 さっそ く、勤務する短期大学では 「履歴書に記載

できる有意義なボランテ ィア活動」 と、所属す る青森県ボランテ ィアズ 。クラブ (AV
OC)に は、 「青森県 と全国のホタルについて学べます」を売 りにボランティアを募っ

た。

その結果、青森市役所職員有志,青森中央短期大学の学生,青森中央学院大学の中国 ,

マ レーシア,ベ トナムか らの留学生,そ してAVOCの メンバー と総勢 30人以上の協

力者を得ることができた。

実は私が募ったボランテ ィアには、一つ公約 していたことがあった。それは 「事前学

習」。ただ、当日運営スタッフとして、お手伝いいただくのでは全 くマンパ ワー、事前
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に集まり、 「細越ホタルの里の会について」学んでいただくことで、ボランティアには

単なるお手伝いではなく「スタッフの一員」という自党が芽生えたと自負 している。

そ うして臨んだ第 42回全国ホタル研究大会青森大会、参加された皆さん ! 我々ボ

ランティアの 「もてなしの心」は如何だったでしょうか。大会会場で、三内丸山縄文遺

跡で、さらに細越ホタルの里で、精一杯の 「もてなしの心」を披露させていただいたつ

もりです。決 して 100%の 出来ではなかつたかも知れませんが、お見送 りの際、駅や

バスの窓から手を振つていただいたその姿から、我々の苦労 ()報 われた思いです。

そ して、その時の合い言葉が 「来年、長野であいましょう !」 でした。

皆さん、それまでお元気で ! 志賀高原大会が終わつたら、秋にまた青森へお越 しく

ださい。その時には東北新幹線が青森市まで開通 しています。

我々、青森人は、今回の全国ホタル研究大会で育んだホスピタリティ (お もてなしの

心)を 、今度は新幹線で青森を訪れる県外からの皆さんに生かしたいと思います !

Hasta la vista!(ア スタラビスタl:スペイン語で 「また会 う日まで !」 )

*青森市立栄小学校 PTA副 会長

全国ホタル研究大会で

青森市立栄山小学校 5年 木立 百香

7月 4日 に、市民ホールで全国ホタル研究大会が行われま した。たくさんの人達の前

で発表す ることはなかつたのでとても緊張 しま した。発表 した内容は、 「ホタル と環境

について」です。二週間 くらい前か ら練習をして、練習中は少 し言い間違えた りしたけ

れ ど、本番では、言いまちがえずにできま した。

私の栄山小学校の じまんは 「ホタル」です。毎年 7月 初めの金 。土 。日曜の夜に 「ホ

タル祭 り」が行われ、今年は全国のホタルを飼育 している人たちがおいでにな りま した。

今年見ることのできたホタルの数は、去年 と同 じくらいで、減っていな くてよかつた

です。

来年 も活動をがんば りたい と思います。

全国ホタル研究大会に参加 して

青森市立栄山小学校 5年 相馬 未来

私たち、栄山小学校は、ホタルを育て張るにはホタルの放流、夏にはホタルのカップ

リングをしています。

春に放流するホタルの幼虫は、夏、秋、冬の間大切に育てたものです。そして放流 し

たホタルが飛びかがやくようになるとホタル祭 りが開かれます。毎年、ホタル祭 りに大
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勢のお客さんが来ます。今回の全国ホタル研究大会では、ホタルのことをもつと知るこ

とができました。沖縄から来たクラブの人達の発表を聞いていて、沖縄にもホタルがい

てホタルのいる川はとてもきれいな水だということが分かりました。また、沖縄のホタ

ルは青森のホタルとは形と色がちが うことやかたつむ りt)食べることがわかりました。

沖縄の友達にホタルのぼうしなどをプレゼン トしました。遠い沖縄の人達と交流する

ことができて心に残るいい大会となりました。

栄山小のホタル

青森市立栄山小学校 6年 若佐谷 達也

ぼくたちは、ホタルの飼育やカ ップ リングを し、ホタルを増や し守る活動を していま

す。 7月 には、ホタル祭 りなどの大きな行事があ りま した。 この時は 50匹以上 ものホ

タルが飛びまわ り感動あふれ る光を見せてくれま した。

今回、ホタルの全国大会で発表 して とても緊張 しま した。でもいろいろな全国のホタ

ルについてよく分か りま した。栄山小学校のホタルの飼育活動についても分かつてもら

えた と思います。なのでホタル祭 りにはもつとたくさんのお客様に来ていただきたいで

す。そのためにもホタルを守 る活動には積極的に参加 し、みんなでホタルを守 りたい と

思います。

ホタルの全国大会に参加でき、他の県のホタルについてよく知 り、良い経験にな りま

した。あ りがとうございま した。

ホタル全国研究大会

青森市立栄山小学校 6年 今 藍理

ホタルの研究大会では、私達の考えを大勢の人の前で発表 して とて t)緊 張 しま したが、

なかなか体験す ることのできない、貴重な体験が出来て良かったです。

この研究大会を通 して、昔は今 よりも、た くさんのホタルがいたけれ ど、ホタルを見

に来た人が採って、減って しまったこと、そのホタルを増やそ うとしてホタル祭 りが出

来たことが分か りま した。

また、ホタルは一ぴきで卵を約 500個 産むこと、ホタルが一ぴき死んだだけで、約

500個 の卵、その卵に関連 している多 くのホタルの命が失われ ることを知 りま した。

だか ら、今まで以上に、ホタルーぴき一ぴきが大切だ と思いま した。そ して、その中で

も葉の うらなどにか くれ、光が小 さく、見つけにくいメスは特に貴重で大切だ とい うこ

とが分かつたので、これか らは、今まで以上に守っていきたいと思います。

私のふるさとが昔のよ うにホタルがた くさん飛び交 うようになつてほ しいです。
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